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概 要
GEYMS社製の magneticresonance imaging (MRI)装置である SIGNA Contour CXに装備されている 8種類のイ
メージフィルタについて，ある面積をも った信号に対する検出能を向上させる効果を MRI信号を入カデータとして用い
た連続確信度法による receiveroperating characteristic (ROC)解析によ って評価した．結果として，イメージフィル
タを用いることで有意に信号検出能が向上することか NiCl2溶液ファントムおよび臨床画像について確認でき， 8種類の
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図 1(a), (b), (c)は緩和時間の近接した物質のある関
心領域 (regionof interest : ROI)から得られた MRI
信号（信号： S)' およびその周辺部の MRI信号（雑






















fraction : FPF)と真陽性率 (truepositive fraction : 
TPF)を求めればよい4).
TRF = 吋：： 心―l(FPF)+~]
ここで， m：信号データの標準偏差，び N :雑音デー
タの標準偏差，μ s :信号データの平均値，μN:雑音デ




Frequency Distribution S: Signal 6,: Standard Deviation of Signal 
N: Noise 6 N: Standard Deviation of Noise 
μ.,: Average of Signal 
μ. N: Average of Noise 




































































































使用した MRI装置は， SIGNAContour CX (GE-
YMS社製）で静磁場強度は0.5Tである．こ の装置に
は後処理用イメージフィルタとして No.1 -No. 8の 8種
類のフィルタが装備されている．信号検出能評価用フ
ァントムは，図 2に示したように NiCし溶液を封入し













1. 2, 1. 6, 2. 4, 3. 2, 4. 0mmである．
表 1 各実験に用いた MRI撮像シーケンス
TR TE FOV 
Matrix size NEX 
Shce thickness 
(msec) (msec) (cm) (mm) 
(a) 400 15 25 256 X 256 2 3, 6, 9 
(b) 400 16 25 256 X 256 
(c) 466 16 24 256 X 192 
測定対象 NiCI2溶液




































図 3(a), (b), (c)にスライス厚 3, 6, 9 mmにおける
NiCl2ファントムを用いて得られた各イメージフィル
タによる信号検出能の変化を表すROC曲線およびROC
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図 3 NiCl2溶液ファントムを用いて得られた各イメージフィルタの ROC曲線および ROC曲線下面積 (A,)
(a) スライス厚 3mm (b) スライス厚 6mm (c) スライス厚 9mm 
表 2 イメージフィルタ各グループ間の信号検出能についての有意差検定結果 (p-value<0. 05) 
3 mm 6 mm 9 mm 
元画像 グループ 1 グループ 2 元画像 グループ 1 グループ 2 元画像 Iグループ 1Iグループ 2
゜ ゜ ゜゜ ゜
X 
゜ ゜゜ ゜゜゜゜※各グループ内のフィルタ間の信号検出能に有意差は認められない．0 •••• •有意差あり X・ •有慈差なし
グループ l••… フィルタ No. 1, 2, 3, 5 （信号検出能の改善度が低い）
グループ 2 ・ フィルタNo.4, 6 





No.1 ~No. 3 ~No. 5 <No. 4 ~No. 6 <No. 7 ~No. 8]の順と
なった．これらのイメージフィルタによる信号検出能
に対する向上の程度は，向上効果の小さいグループの
No. 1, 2, 3, 5, 中程度のグループのNo.4, 6, お
よび向上効果の大きいグループNo.7, 8の 3段階に大







































1. 2mm¢ 1 6mmef, 
元画像
゜ ゜フィルタNo1 フィルタNo.2 
゜ ゜フィルタNo.3 フィルタNo.4 
゜ ゜フィルタNo.5 フィルタNo.6 
゜ ゜フィルタNo.7 X フィルタNo.8 X 
゜O・・識別可能 X .•識別不可能
0.00 
0.00 0.25 0.50 0. 75 1.00 
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